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論文

大人の食意識と小・中学生期の食育の関係に関する考察

要　旨
　子どもへの食育は、大人になってからの食生活に良い影響をもたらすことが期待されている。本稿では、
大人の食意識と、小・中学生期の家庭ならびに学校で受けた食育がどのような関係があるかを分析する。大
人の食意識としては、栄養や食事マナーへの意識、地産地消への意識、食料生産者の持続的活動への意識を
取り上げる。順序ロジットモデルを用いた分析から以下の点が明らかになった。栄養や食事マナーへの意識
は家庭と学校での食事の際の食育経験と正の関連があった。また、地産地消への意識は、家庭において、地
産地消や食べ物が作られる環境の問題を聞いた経験、イベントへの参加した経験と、学校において食べ物が
作られる環境の問題を学習した経験が正の関連があった。食料生産者の持続的活動への意識は、家庭において、
地産地消や食べ物が作られる環境の問題を聞いた経験、イベントへの参加した経験と正の関連があった。

キーワード：食育／食意識／順序ロジット分析

1. はじめに
2005年に食育基本法が制定された。この背景と
して、同法の前文では、栄養の偏り、不規則な食事、
肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志向という、
食事と健康にかかわる問題が指摘されるだけでな
く、「食」の安全、「食」の海外への依存が指摘され
ている。そして、食育基本法において、「様々な経
験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する
力を習得し、健全な食生活を実践することができる
人間を育てる食育を推進することが求められてい
る」と述べられている（「食育基本法」前文）。食育
はすべての世代を対象とするものではあるものの、
子どもへの食育は「心身の成長及び人格の形成に大
きな影響を及ぼし、生涯にわたって健全な心と心身
を培い豊かな人間をはぐくんでいく基礎」とも前文
において述べられており、子どもの食育が重視され
ているように見受けられる。
この子どもへの食育は、大人になってからの食生
活に良い影響を及ぼすことが期待されているものと
考えられる。この点について検討するため、本稿で
は、子どものときに経験した食育が大人になってか
らの食生活への意識にどのように関係しているかを
分析する。
これまで、過去の食生活や食育と、大学生になっ
てからの食生活等との関係を分析したものとして、
たとえば、小林（2003）、岡本・武藤（2014）、井

上ら（2019）がある。これらは、アンケート調査の
なかで、小学生のときの食育や食生活に関して回想
（記憶）に基づいた情報と、調査時点での食生活の
状況等を質問しており、主として、家庭での経験に
注目していた。食育基本法以前より、学校でも、食
事と健康の問題以外にかかわる食育の取り組みも行
われていたと考えられるが、これまであまり注目さ
れていないように見受けられる（注 1）。また、大
学生を対象に調査した研究はあるが、20代から 40

代を調査対象としたものはあまりないとみられる。
そこで、本稿では、小・中学生期に家庭あるいは
学校教育で受けた食育が、現在の食生活の意識にど
のように関係しているかを明らかにすることを課題
とする。ただし、大人を対象としたアンケート調査
を用いるため、本稿においても、小・中学生期の食
育の内容について、回想したもの（記憶）となる。
ただし、大人の場合、大学生に比べると、子どもの
ときの食育以外にもさまざまなことを経験している
ため、それらを制御して分析することは困難であり、
その点で、限定的な分析に留まることになる。その
一方で、このような限定の下とはいえ、これまで評
価されてこなかった子どものときの食育と大人の食
生活の意識の関係についてみること自体に一定の意
義があるものと考えられる。

2. 分析の枠組み
本稿では、20～ 40代の男女を対象として、食生
活等に関わる意識と、小・中学生期に家庭あるいは
学校教育のなかで受けた食育の関係を分析する。
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大人になった現在での食生活等に関わる意識とし
て、具体的には、①栄養バランスや食事マナーに基
づく食生活に対する意識、②地場産食材の消費への
意識、③食料の生産者の持続的な活動への意識の 3

点に注目する。これは、食育の課題として、食事と
健康の関係に関するものに留まらず、食の海外依存
の問題が指摘されており、食の供給者への配慮も重
要であると考えられるためである。
つぎに、小・中学生期の家庭または学校教育での
食育としては、つぎの 5項目とする。すなわち、
栄養バランスを考えた食事、食べ残しをしない、食
事の前後のあいさつ等について聞いた経験（食事の
際の食育）、 地産地消について聞いた経験、
農家や漁家の生活実態について聞いた経験、 食
べ物が作られる環境の問題について聞いた経験、
食生活や食材について学ぶ活動やイベントへの参加
経験である（注 2）。 とは異なり、 、 、 、
は、食がいかに供給されるかの知識に関するもので
あり、食の供給者への配慮へと通じるものと考えら
れる。
したがって、現在での食生活等に関わる意識のう
ち、①栄養バランスや食事マナーに基づく食生活に
対する意識は食事の際の食育（ ）に対応し、また、
②地場産食材の消費への意識と③食料の生産者の持
続的な活動への意識は食の供給に関する知識（

）に関連していると考えられる。
そのため、分析 1として、①栄養バランスや食事
マナーに基づく食生活に対する意識は、 食事の
際の食育の経験との関係について分析する。また、
分析 2として、②地場産食材の消費への意識や③食
料の生産者の持続的な活動への意識は、食の供給に
関する知識、すなわち、 地産地消、 生産者の
生活実態、 食べ物が作られる環境の問題につい
て聞いたり学んだりした経験や、 食生活や食材
について学ぶ活動やイベントへ参加した経験との関
係について分析する。
分析には、上記の関係に、回答者の性別と年齢を
加えて、順序ロジット分析を行い、推定結果につい
て考察する。本稿の分析で順序ロジット分析を用い
るのは、後述するように、被説明変数が 4段階の順
序変数であるためである。

3. 分析データ
本稿では、2020年 3月に、インターネット・リサー
チ会社である楽天インサイトの登録モニターを対象
に行ったWEB調査の結果を用いる（注 3）。回答者
は、調査時点で石川県に在住し、義務教育期間を石
川県で過ごした 20歳以上 50歳未満の男女である
（注 4）。調査費用の制約上、回答数が 1000に達し

たところでデータ収集を打ち切った。
本稿は、家庭と学校での食育の影響について検討
することを目的としている。家庭での食育の場とし
て、同居する両親や祖父母といっしょに摂る食事が
重要であると考えられる。そのため、小・中学生期
の朝食・休日の昼食・夕食のすべてについて、同居
の両親・祖父母の誰かと、「まれに一緒なことがあっ
た」、「一緒ではなかった」、「覚えていない」を選択
した回答者を分析対象から除外した。すなわち、小・
中学生期の朝食・休日の昼食・夕食のいずれか少な
くとも１つで、同居する両親や祖父母の誰かと「必
ず一緒であった」「ほとんど一緒であった」を選択
した回答者を分析対象とする。その結果、分析対象
者数は 906人となった。以下の分析では、さらに各
分析の前提となる条件を満たさない回答者を適宜除
外することとした。
つぎに、被説明変数となる、①栄養バランスや食
事マナーに基づく食生活に対する意識、②地場産食
材の消費への意識、③食料の生産者の持続的な活動
への意識について説明する。①栄養バランスや食事
マナーに基づく食生活に対する意識は、現在の生活
で正しい栄養バランスや食事のマナーに基づいた食
生活をどの程度意識しているかを尋ねたものであ
り、「強く意識している」「意識していることが多い」
「意識していることは少ない」「全く意識していない」
の 4段階で回答を得た。②地場産食材の消費への意
識は、地産地消に基づいた消費をどの程度意識して
いるかを尋ねたものであり、③食料の生産者の持続
的な活動への意識は、生産者が持続的に活動できる
よう正しい農法や適切な漁法によって生産された食
べ物を買うことをどの程度意識しているかを尋ねた
ものである。これらについても、「強く意識している」
「意識していることが多い」「意識していることは少
ない」「全く意識していない」の 4段階で回答を得た。
最後に、小・中学生期の食育に関する項目につい
て説明する。 食事の際の食育の経験、 地産地
消について聞いた経験、 生産者（農家や漁家）
の生活実態について聞いた経験、 食べ物が作ら
れる環境の問題について聞いた経験はいずれも、「頻
繁に聞いた」「数回聞いたことがある」「1度くらい
聞いたかも知れない」「1度も聞いていない」の 4

段階と「覚えていない」の 5つの選択肢から回答を
得た。また、 食生活や食材について学ぶ活動や
イベントへの参加経験も同様に、「頻繁にあった」「数
回あった」「1度くらいあったかも知れない」「1度
もない」の 4段階と「覚えていない」の５つの選択
肢から回答を得た。
これらの項目は、小・中学生期の食育に関する質
問であるため、回答者には回想により回答してもら
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うことになる。そのため、「覚えていない」を選択
した回答者は分析対象から除外する。また、学校で
の経験は、家庭での経験に比べると頻度が少なくな
ると考えられ、記憶のあいまいになりやすいと考え
られる。そのため、上記の ～ のうち学校で
の経験は、「頻繁に聞いた（あった）」「数回聞いた
ことがある（あった）」を「あり」、「1度くらい聞
いたかも知れない（あったかもしれない）」「1度も
聞いていない（ない）」を「なし」という 2段階の
変数に変換する。

4. 分析結果
（1）  分析 1：栄養バランスや食事マナーに基づく食
生活に対する意識との関係
本節では、栄養バランスや食事マナーに基づく食
生活に対する意識と、小・中学生期の家庭または学
校における 食事の際の食育の経験、性別、年齢
との関係について分析する。先述したとおり、小・
中学生期の家庭または学校における 食事の際の
食育の経験について、「覚えていない」を選択した
回答者は分析から除外した。そのため、サンプルサ
イズは 761となった。分析に用いる各変数の記述統
計を表 1に示す。
順序ロジット分析による推定結果を表 2に示す。
家庭での食事の際の食育経験（頻度）と学校での
食事の際の食育経験はともに、統計的にゼロと有意
差をもち正であった。このことは、家庭での食事の
際の食育経験の頻度が多い人ほど、また、学校での
食事の際の食育経験がある人ほど、栄養バランスや
食事マナーに基づく食生活に対する意識が高いとい
う関係を示している。なお、性別と年齢については、
性別のみ統計的にゼロと有意差をもち負であり、女
性の方が栄養バランスや食事マナーに基づく食生活
に対する意識が高いという結果となっている。

（ 2）  分析 2：地場産食材や生産者の持続的な活動へ
の意識との関係
本節では、地場産食材の使用への意識や、生産者
の持続的な活動への意識と、小・中学生期の家庭ま
たは学校において、 地産地消、 生産者の生活
実態、 食料の生産する環境の問題のそれぞれに
ついて聞いたり学習したりした経験、 食材や食
生活について学ぶ活動やイベントへの参加経験、性
別、年齢との関係について分析する。先述したとお
り、小・中学生期の家庭または学校における上記の
経験について、「覚えていない」を選択した回答者
は分析から除外した。そのため、サンプルサイズは
540となった。分析に用いる各変数の記述統計を表
3に示す。
順序ロジット分析の結果は表 4に示す。
まず、地産地消への意識については、家庭での経
験としては、地産地消と食べ物が作られる環境の問
題について聞いた経験、食生活や食材について学ぶ
活動やイベントへの参加経験がいずれも統計的にゼ
ロと有意差をもち正であった。また、学校での経験
では、食べ物が作られる環境の問題について学習し

表 1 　分析 1に用いる変数の記述統計

表 2 　分析 1の推定結果

1）
2）
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た経験が統計的にゼロと有意差をもち正であった。
このため、これらの経験が多い（ある）人ほど、食
生活について地産地消をより意識していることを示
している。また、性別は負、年齢は正で、どちらも
統計的にゼロと有意差をもっており、男性よりも女
性の方が、また、高年齢の人ほど、地産地消をより
意識しているという結果となった。
つぎに、生産者の持続的な活動への意識について
は、家庭での経験として、地産地消と食べ物が作ら
れる環境の問題について聞いた経験、食生活や食材
について学ぶ活動やイベントへの参加経験が、いず
れも統計的にゼロと有意差をもち正であった。この
ため、これらの経験が多い人ほど、食生活について
生産者の持続的な活動をより意識していることを示
している。また、学校での経験や、性別と年齢は統
計的に有意ではなかった。
地産地消への意識と、生産者の持続的な活動への
意識とは、重なる部分が多い考えられるものの、こ
のように、生産者の持続的な活動に関する意識につ
いては、学校での経験や、回答者の性別・年齢との
関係が認められない点で、地産地消への意識とは異

なる傾向があることが示された。

5. 結論
本稿では、大人の食意識について、小・中学生期
の家庭や学校における食育の経験がどのように関係
しているかを分析した。その際、大人の食意識とし
て、正しい栄養バランスや食事マナーに基づく食生
活への意識、地産地消に基づいた消費への意識、生
産者の持続的な活動への意識を取り上げた。順序ロ
ジット分析により以下の点が明らかになった。
①家庭と学校での食事の際の食育の経験が多い

（ある）ほど、正しい栄養バランスや食事マナーに
基づく食生活への意識が高かった。②家庭において、
地産地消と食べ物が作られる環境の問題について聞
いた経験や、食生活や食材について学ぶ活動やイベ
ントへの参加経験が多いほど、また、学校で食べ物
が作られる環境の問題について学習した経験がある
ほど、地産地消に基づいた消費への意識が高かった。
③家庭において、地産地消と食べ物が作られる環境
の問題について聞いた経験、食生活や食材について
学ぶ活動やイベントへの参加経験が多いほど、生産

表 3　分析 2で用いる変数の記述統計
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表 4　分析 2の推定結果

者の持続的な活動への意識が高かった。
全体として、家庭での食育の記憶は、大人になっ
てからの食意識と、一定の関連が見られたと考えら
れる一方で、学校での食育の記憶については限定的
なものであった。ただし、学校での食育の在り方に
よるものか、あるいは、記憶の曖昧さによるものか
を判断することは容易ではない。本稿では、こうし
た回想された情報の不確実性や、子どものときの食
育以外の影響など、十分に考慮できたとは言い難い。
こうした点を考慮した調査・分析は、今後の課題と
したい。

注釈
1.  佐藤（2008）は、大学生を対象とするアンケート調査か
ら、学校での食育も効果を有していたことを明らかに
している。

2.  アンケート調査において、 地産地消の話題の例とし
て、食べている料理での地場産食材の使用、地場産食
材の鮮度の良さや安心感を示した。また、 食べ物が
作られる環境の問題の話題の例として、海洋汚染や耕
作放棄地を示した。

3.  本稿に用いるデータは、成人を対象とした小・中学生
期の教育効果に関する研究の一環として収集されたも
のであり、その一部は染谷・山下（2021）で用いられて
いる。染谷・山下（2021）は環境教育経験の評価等を対
象としたものであるが、本稿では食育経験を対象とし
ており、分析のために、染谷・山下（2021）と重複して
用いられる質問項目は一部に限られている。

4.  回答者に義務教育期間に転居があった場合は、最も長
く過ごした場所を想定した回答を求めた。
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An Analysis of the Relationship between Adults’
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Abstract

relationship between food consumption awareness of adult people and their experience of food education at home and 

school in elementary and junior high school age. Awareness of nutrition and table manners, awareness of consuming 

locally grown foods, and awareness of supporting sustainable food production were adopted as food consumption 

awareness in this study. Ordered logistic regression analysis revealed as follows.

Adults’ awareness of nutrition and table manners was related positively to their experience of “food education about 

taking a meal” at home and school. Adults’ awareness of consuming locally grown foods was correlated positively with 

their experience of having heard of “local food” and “ ” at 

home, their experience of having participated in “activities for learning dietary habit and food production” from home, 

and their experience of having learned “problems of the environment concerning agriculture and fishery” at school. 

Adults’ awareness of supporting sustainable food production was related positively with their experience of having heard 

of “local food” and “ ” at home, their experience of having 

participated in “activities for learning dietary habit and food production” from home.　 

Keywords: food education／ food consumption awareness／ ordered logit analysis


